
 

あけましておめでとうございます  今年もよろしくお願いします 

8 日（水） 始業式 

 ６人全員がそろい３学期がスタートしました。園長先生からは『みんなでつくった手作りのもの』

という題でお話をいただきました。２学期に行った行事や作品、遊びすべてが手作りのものであり

ました。教師も子どもたちもみんなが笑顔であり、夢中になって取り組んでいました。３学期もみ

んなで作りあげていくものがたくさんあると思います。子どもたちのやりたい思いを大切に笑顔い

っぱいの学期になるように支援していきます。 

８日（水）～ たこ作りからたこあげへ 

 終業式の中で園長先生が小学生だった時の話をされました。『自分で凧を作って高くあ

げたいと考え挑戦した。毎年挑戦するが思うように凧は高くあがらなかった。しかし、５

年生の時驚くほど高くあがった。その様子を見ていた友達も応援してくれた。その後凧は

糸が切れてどこかへ行ってしまったがあがったうれしさは残っている。また、友達からも

「すごい」と認められさらにうれしかった』とのことでした。そこには『あきらめずに挑

戦する気持ちを持ち続けてほしい』という園長先生からのメッセージがあったと思います。その思いに応えた

のか「園長先生みたいに高くあがるたこを作りたい」と目標をもってたこ作りが始まりました。手提げビニール

袋を利用したたこです。作り方は図解され、紐の長さはペンを利用して測っていました。友達同士で教え合いな

がら行う年中長児。年少児は年長児に教えてもらい時にはやってもらいながら仕上げていました。その中で「年

長になったら自分たちでやるんだよ。今はまだ大丈夫だけどね」と年長児に声をかけられる場面もありました。また、「しっぽがあ

ったほうが飛ぶんじゃない？」の声にしっぽ（あし）を付けていきました。２本と話す子がいれば８本だねと話す子もいて、付け

る位置もそれぞれで個性たっぷりのたこが出来あがりました。風が吹き出すと「フィーバー」と叫びながら夢中になって走ってい

きます。「紐を長くした方がいいよね」これは、園長先生から「凧が高くあがることで紐を足して伸ばした」という話を聞いていた

からでした。しかし、実際は短い方が高く飛ぶということで落ち着き、しっぽもたくさんつけた方がかわいい、きれいと感想はあ

りましたが高さには関係なかったようでした。今は、高く上げたい気持ちはあります

がまだまだ、風を受けて飛ぶ様が面白く夢中です。しかし、年中長児は、「ビニール袋

（大きなもの）を切って作るたこが飛びそうだ」などと家庭での経験から話す様子も

ありました。今後どのような凧が出来上がっていくのか楽しみです。子どもたちのや

りたい思いの実現に向けて一緒に考え挑戦していきたいと思います。 

１４日（火）保育参観発表会に向けて活動開始 

２月４日（火）に行う保育参観発表会に向けて練習が始まりました。１１月頃より話し合いを重ね

１２月にはお話の内容ややりたい役などが決まりました。また、衣装を作り遊びながら内容を深めて

いきました。しかし、冬季休業があったことで内容を忘れてしまっている子もいると考えペープサー

トでお話をしていきました。お話の内容を思い出すと「前の洋服は切れちゃってるから作り直した

い」という声があがり、衣装作りが始まりまし

た。１度作った経験があるためイメージがで

きていたようでそれぞれが工夫しながら作る

ことができました。また、大好きな活動の飛行

機飛ばしをお話に盛り込んでいたことから実

際にホールで行ってみました。とても技術があがっていて飛ばし方がすごく上手で驚いて

しまいました。当日まで楽しみながら進めていきたいと思います。１年間行ってきた遊び

やみんなに見てもらいたいことなど自分なりに挑戦し頑張っていきます。一人ひとりの成

長した姿を皆さんに見ていただきたいと思います。 
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